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6 　 総 合 病 院 に お け る G H Q （ 精 神 健 康 調 査 票 ）

の有用性
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【は じめに】 当院ス ト レ ス 外来 で は, 受診者は週

に 1 0 0 人を超え
,
初診患者 さん は週 に 1 0 人前後

で ある.
こ の 限られた診療時間内で , 受診者の 状

況を把握する こ との
一

助と して , 初診の 患者さん

には G H Q を実施 して い る . 今回はその 検査結果

を検討 し
,
より 一 層の活用の 可能性を探る .

【内容】 G H Q は 6 0 聞か ら なる質問紙票であり ,

｢ G H Q 得点+ の 他 に , ｢身体的症状+ ｢ 不安と不眠+

｢社会的活動障害+ ｢ う つ 傾向+ と い う 4 つ の ス ケ

ー

ル が見 い だされて い る . そ こ で下記の 諸点を検

証 し た.

G H Q 得点
･ 4 要素ス ケ ー ル と

,
各疾患との関連

G H Q 得点と通院期間との 関係

4 要素 ス ケ
ー ル と主訴の 関連

その 他の 特徴的な反応に つ い て

【対象】 H 1 3 . 1 - H 1 4 . 7 の 初診患者 につ い て の

G H Q デ
ー タ (4 0 9 件)

【結果】 以下の よ うな結果が得 られた.

総合病院精神科外来 で は ,
G H Q 得点が高くな

りや す い

各要素ス ケ ー ル に は
,
各疾患に特徴的な症状と

の 関連 が見 られた . 特 に自殺企図にお い て は特異

的なパ タ ー ンを示 して い る

G H Q 得点と通院期間 に は
,
弱 い なが らも正 の

相関がみ られる

各要素ス ケ ー

ル と主訴との 間に も関連 が認め ら

れる

以上 の こ とか ら G H Q 検査 は簡便な がら も
,
そ

の 人となりを示す指標と して , 初診時に は
一

定の

有用性を持 つ と考 えられる .

7　平成 1 3年度県立小出病院精神神経科におけ

るコンサルテーション・リエゾン統計
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新潟県立小出病院は北魚沼地域医療の中核と な

る総合病院 で ある . 身体診療科は内科, 外科,
壁

形外科 , 脳外科 ,
産婦人科, 泌尿器科 ,

眼科
,
小児

科で あり
,
入院病床数 4 0 0 床の うち 2 7 0 床を有す

る. 当院精神神経科は コ ンサル テ ー シ ョ ン
･

リ エ

ゾ ン活動を積極的に行 っ て おり, 年 々 その 比重も

高ま っ て い る . 今回
,
平成 1 3 年 4 月 か ら平成 1 4

年 3 月まで , 身体科人 院中当科 へ 診察を依頼され

た症例を対象に
,
往診 記録 に基づ き年齢

,
性別

,

診断の 統計を行 い
,
当科 に求め られて い る役割に

つ い て 考察 した.

症例 は
,
年齢 1 8 歳か ら 9 5 歳ま での 総数 1 8 1 名 ,

うち男性は 8 4 名,
女性9 7 名 , 精神科受診歴の な い

もの は 5 6 名 だ っ た . 依頼科 は内科8 2 名 ( 4 5 % )
,

整形外科 4 4 名 (2 4 % ) , 外科2 1 名(1 2 % ) , 脳外科

1 6 名 (9 % )
,
泌尿器科 9 名 (5 % ) , 産婦人科 7

名 (4 % )
,
眼科 2 名 (1 % ) , 小児科は依頼が なか

っ た. 精神疾患の 診断カ テ ゴ リ
ー

別で は, 全体群

での 比率の 高 い 疾患 は, 気分障害4 0 名 ( 2 2 .1 % )
,

痴呆3 5 名 (1 9 . 3 % )
,
せ ん妄 3 1 名 ( 1 6 .6 % ) で あ

っ たが
,
精神科受診歴の か 1患者群で は

,
せん妄

が 2 1 名 ( 3 7 . 5 % ) と圧倒 的に多く
,
以下気分障害

1 1 名 (1 9 .
6 % ) , 痴呆 8 名 ( 1 4 . 3 % ) と続 い た .

北魚沼地域 で は患者の 高齢化の 急速な進行と と

もに
, 痴呆患者 が急増 して い る . また比較的健康

で あ っ た高齢者 で も容易に 抑う つ 状態や せ ん妄を

きた し当科を受診する ケ
ー

ス が多か っ た . ま た精

神科受診歴 の ある場合 は ,
入院による精神症状の

悪化を懸念 され
,
診察をあら か じめ依頼 され

,
特

に大 うつ 病性障害や統合失調症の 患者に は顕著で

あ っ た.

今後も他科と 一 層診療提携を強化 し高齢者の ケ

ア
,
精神疾患 へ の 理解を高め て行き

,
地域に 密着

した精神科診療を行う必要性を示唆 された .


